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写真 1 原山の馬頭観音



武蔵村山市の馬頭観音

1. は じめに

武蔵村山市には数多 くの石仏が残されてお り、道端

に震浩塔や烏援笛警(塔)、地巌警などを見かけるこ
とがある。普段、何気なく見過ごしている石仏 1つ 1

つを改めて見直してみると、造立された年月日や願い

の文、造立した人の名前などが刻まれている。それら

に気付いた時、道端に静かにたたずんでいる石仏に人

間の息吹きを強く感ずるものである。

既に資料館では館報第2号 から第 6号の誌上におい

て市内の庚申塔について紹介したが、引き続き今号よ

り市内の馬頭観音 (塔)の 紹介を行なう。これによっ

て、ひとりでも多くの方々に馬頭観音 (塔)の 造立さ

れた意味を考えていただき、石仏ひいては文化財に対

する理解を深めていただければ幸いである。

なお、今回の馬頭観音 (塔)の 紹介にあたって、武

蔵村山市郷上の会発行の 「武蔵村山市の馬顕観世音」

を参考とさせていただぃたことを付記しておく。

■ヽ口″/2.馬 頭観音について

馬頭観音の正式な名称は馬頭観世音菩薩と言い、「馬

のごとく大回を開いて人々を救済し、馬が野の車を食

べるごとく余魯なく、しかも疾定する0とく迅速に人
々を救う」という功徳をもつとされている。その姿は

頭上に馬の顔 (馬頭)を 載せ、念怒の相を示し、一面

二腎 (顔が一面で腕が三本)あ るいは三面八鷲である。

聖観音や如意輪観音などとともに六観音に数えられて

いる。

既に、この馬頭観音が平安時代や室町時代に石仏と

して刻まれているが、それらはいずれも馬頭観音の独そん
尊ではなく、複数の観音像とともに刻まれており、仏

教的色彩が強いものである。これに対して、馬の守り

本尊として馬頭観音が石仏に刻まれるようになるのは

江戸時代中期以降である。庶民の信仰の中で、馬頭観

音が馬の供養や無病息災の祈願の対象となっていった

理由には、頭上に馬を載せていることやその名称に由

来することなどが考えられる。江戸時代中期以降、馬

頭観音 (塔)の 造立は盛んになり、ほぼ全国的な広が

りをみせる。この背景には街道や宿駅の整備、物資の

流通制度の確立により馬の果たす役割が広がり、庶民

の中に馬を飼う者が増えたことがあげられる。

馬頭観音 (塔)に は馬頭観音の像を刻んだ像塔と日弓

頭観世音J、 「馬頭観世音菩薩」などと文字を刻んだ

文字塔とがあり、両者を合せもつものもある。一般的

に見て、個人の馬持ちにより造立されたものは小型の

文字塔が多く、馬持ち講などの集団によって造立され

たものは像塔ないしは文字塔であっても大型のものが

多くなる傾向がある。

3.武 蔵村山市の馬頭観音

現在までのところ、武蔵村山市内には24基の馬頭観

音が確認 されているが、そのうち3基 は行方不明にな

ってしまい、その姿を見ることができなくなってしま

った。しかし幸い、 2基 については昭和43年発行の村

山町史に銘文等が記録されており、造立年代を知るこ

とができる。残る1基 については村山町史にも 「原形

不明」と記 されており、当時既に台座だけ残して紛失

していたと思われる。

これら24基の造立 されている場所をみると、個人の

屋敷内、堂前、旧街道沿い、山中などがあげられる。

造立箇所が移動しているものについては本来の位置で

見たわけであるが、数量的には圧倒的に旧街道沿いに

建てられたものが多い。交通、運輸の手段である馬の

供養や無病息災を祈願することは街道往来の安全を祈

願することでもある。また、旧街道沿いに建てられて

いるものには街道の分岐点に建てられ、道標としての

役割をもつものもみられる。山中では通称 「捨て場」

に造立されていたものがあり、死馬の供養が目的であ

ったと思われる。

次に造立年代については、明になものが20基あり、

安永 7年 (1778年)を 最古に、昭和 3年 (1928年)の

ものまでみられる。この間の150年を10年ごとに区切 り
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造立数の推移をみると初期の30年

間に8基 が造立されており、集中

する傾向がみられるものの全体的

には明治時代初期までは安定して

造立されていて、10年間にはぼ 1

基ないしは 2基 の割合である。

形態については第 1図 に示 した

とおり、ほぼ 3種類で平柱状 (正

面の幅に対して奥行きわS号～3の
旨1合のもの)、 角柱状 (正面の幅

と奥行きがほぼ同じもの)、 自然

石がある。さらに頂部の形にも変

ジ
化がみられ、IJ角型、皿角型、平

3 自  然  石

第 1図  武 蔵村山市内の馬頭観者の形態

に馬頭が刻まれているものが 1基 ある。

以上が市内の馬頭観音についての概要であるが、次

にその 1つ 1つ について紹介する。

が刻まれている。右側面に 「寛政五癸丑 (1793年)十
一月吉日」と刻み、左側面には一部判読できないが、

「武州たま郡原山村講中願主Eコ左工門」と刻まれて
も`る。

市内では唯一の馬頭観音の立像が彫 られているもの

で、彫 りも深 く保存状態 も非常に良い。

型

角型に分けられる。主尊 (馬頭観音)の 表現は全て文

字によるものであり、そのうち3基には像も一緒に彫

刻されている。また、 「馬頭観世音菩薩Jの 文字の上

原山の馬頭観音 (写真 1 分 布図胤18)一 ― ― ―

現在は原山地域運動場北側の辻に寛保元年 (1741年)

の庚申塔と並んで建てられているが、本来は御伊勢の

森神明社東側の引又筒道沿いの辻に建てられていた。

高さは123御 、正面の幅43御、奥行き24例で、頂部が

皿角型を呈する平柱状のものである。

正面上半に一面二替の誉望チる馬頭観音の立像が浮

き彫 りされており、下半に 「馬頭観世音音薩」の文字

岸 ・猿久保の馬頭観音 (写真 2 分 布図hlo l)一― ― 一 一一 ―十一 十一 ____― ― ― 一 ―― ― 一十一

岸の猿久保の出中にひっそうと建てられている。こ  右 側面には 「天保六末年 (1835年)九 月吉日」と造立

の場所は元、 「捨て場」と呼ばれていた所であり、こ  年 月日が刻まれ、左側面には 「願主荒畑八郎兵衛」と
まいそう

こに死馬を埋葬した者がその供養のために造立したも  造 立者の姓名が刻まれている。

のと思われる。高さ触卸、正面の幅27御、奥行き16∽   大 切にしていた馬が死に、哀階の念を込めた墓標的

で、頂部が皿角型を呈する平柱状のものである。    な 意味合いも持つものと思われる。

正面には 「馬頭観世音」の文字が彫 りこまれている。

岸 ・交差点南の馬頭観音 (写真 3 分 布図No 2)一― 一 ―― 一 一― ― ― ―一 ――… ……― ―― ― 一 ―

岸の交差点南側の改修以前の青梅筒道沿いに庚申塔  い る。右側面には 「時文化四年 (1807年)丁 卯二月吉

と並んで建てられている。高さ168伽、正面の幅42御、 辰 Jと 刻まれ、左側面に 「武州多摩郡岸村ゴと刻まれ

奥行き36例で、頂部が平角型を呈する角柱状のもので  て いる。台座左側面に 「南八王子大山道」と彫られ、

ある。                        道 標も兼ねている。

正面に 「馬頭観世音菩薩Jの 文字が大きく刻まれて   隣 の庚申塔と同時に岸村中で造立されている。
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写真 2 岸 ・猿久保の

馬頭観昔
写真 3 岸 ・交差点南の

馬頭観吉
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第 1表  武 蔵村山市の馬頭観音
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第 2図  武 蔵村山市の馬頭観音分布図
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V /

写 真 で
今 一日 写真展から

資料館では、昭和58年6月 から市報や料:公教育だようの紙面を利用 して、広 く市民の所有する写真の提供をお

願いしております。

この結,t、現在まで359点に及ぶ貴重な与貞資料の提供をいただきました。これらの写真の中から市内の風景を

撮影したものについて整叫 し、昨年12月 「武蔵村十日市の今苫―市内の風景の移 り変 リー」と題して写真展を実施

しました。その中から右の様子がよくうかがえる4枚 の写真を紹介します。
一 ― 写 真 の解 説一 ―

写真 1

Wi和46年頃に撮影された'デ真で、東大和市側から兄た村|1団地の遠景です。周囲はほとんど畑でした。

写真 2

‖17和140年頃に撮影 された写真で、御伊勢の森神明社南但」を通る引文街道沿いの風景です。

写真 3

‖1和40年頃に撮影された写真で、引又lll道沿いにそびえる三本榎を3本一緒に兄ることができます。

写真 4

‖十子和30イ11代に撮|夕された'す真で、雑本林に覆われた伊奈平地区の風景です。かつての武蔵野がしのばれます。

写真 1 村 山団地遠景 写真 2 御 伊勢の森神明社付近の風景

写真 3 三 本榎の風景
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写真 4 伊 奈平周辺の風景



文化財アラカルト⑤

古代史コーナー 「古墳時代の生活用具」
しようもえ   ば ん さ

昭和58年7月 、市内の小学生 2人 が上器を2ツ抱え

て来館した。話によると、野山北公園運動場北側の山

林内にある切通し部の崖面に顔を出していた土器を引

き抜いたところ、その奥に大きな土器を見つけたため、

まわりの上を崩して取り出したとのことであった。上
き Ⅲえヽ

器は綺麗に上が洗い流されていて、丹念に接着剤で接

合してあった。先生に指導を受けながら2人 で接合し

たとのことであった。よく頑張ったものだと感心させ

られた。

この 2つ の上器 (写真 1)は 、 1つ が甑 (こしき)、

もう1つ が甕 (かめ)と 呼ばれている吉墳時代後半の

土飾暴で、考古学の時代区分からすると鬼嵩期 (6～

7世 紀)に 属する。古墳時代とは、大王や豪族たちが

上を盛 りあげて古墳と呼ばれる墓を進った時代のこと

で、その中の鬼高期は飛鳥時代とも呼ばれ、仏教伝来

ゃ造階模・造唐検の派遣、ギ寮撥 等による大化の
改新のあった時代である。

武蔵村山市内の古墳時代の遺跡は13ケ所で、その中

でも滝ノ入遺跡と言祥山遺跡が有名である。滝ノ入遺

跡は、昭和40年、心経院のお堂を造る際、鬼高期の任

居跡が 1軒発見された事で命名された遺跡で、始めて

の発見であった。吉祥山遺跡は、吉祥院裏山の台地上

に広がる遺跡で、縄文時代晩期の遺物を出土すること

で早 くから注目を集めた遺跡でもある。吉祥山遺跡か

らは、鬼高期の住居跡が 4軒 発見され、うち 1軒 は発

掘調査が行われて当時の生活用具を検出した。

このことから、武蔵村山市内には幾つかの鬼高期の

村が造られていたことは容易に想像できる。小学生が

甑と整を発見した場所 (野十li第6遺 跡 と命名)も その

一つと思われる。この 2つ の上器が、今年 3月末千」行

の 「武蔵村山市文化財資料集 6Jに 報告されることを

機会に、このコーナーで古墳時代の生活用具の一部を

紹介する。

貯

写真1 甑 αつ ・萎 (右)

甑 と 甕 ( 第 1 図
) 十

一 ― ― 一 ― ― ― ― 一 一 一 ― ― ― ― 十 一 一 一 _

甑とは、甕と共に用いられる煮炊用具の一つで、現

在の蒸籠と同じ役割を持つ調理具である。第 1図 でも

わかるように、底部に穴があいている。底にすのこや

布等を敷き、洗った米等を入れて蓋 し、水を張った甕

にかける。水が沸騰 してくると、蒸気が底部の穴を通

って上部に噴出し、甑の中の米等が蒸される仕組であ

る。

甕とは、倒卵形 もしくは円筒形の8同部に広い口をも

った器形を呼び、貯蔵用具や煮炊用具として用いられ、

現在の貯蔵用具の中にも同種のものがある。煮炊用具

としては現在の鍋や釜と同じ役割をもつ。また、甑と

組んで電にかけ、蒸すための蒸気の発生装置としても

大きな役割を果 している。
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第 1図  吉 祥山遺跡の甑 (左)と 養 (右)



電 (写真 2、 第 2図 )一
―― ―― ――

篭は、Fl「墳時代になってから的iが発展 して作られる

ようになったもので、農家の上間にあった篭の原形を

なす。古墳時代の任ⅢIは一般に地面を50卸～ 1秘 位掘

うドげて進った方形の竪穴仕居で、その壁に煙道を任

居外へ加|り技 き、任,キ内には壁にFthり付ける形で火14s

浮|を料i liゃiな どで港い、上面に発をfIIけるための掛

武蔵村||1市のキ祥|1追跡 8号 付:居跡から発兄された

電は、原形を良 く止めていて、篭の様 Fが伺える (写

真 2)。 焚11を囲む形で整が補強材として組まれてお

り、掛に1に掛かっていた甕は L半分は前れていたが、

窒の下には上製支脚が倒れていた。そして、左袖には

丸甕が置かれているなど保存の良い電である。

「¬々 芽ち、前間に焚 ¬を俳つ。掛回には甕を

掛け、十製支は,で支えている。火をつかうた

め陀 くなるのであろうか。袖の内部に使えな

くなった空などを入れて術j会材としている場

合もある (第2図 )。 このような篭は束日本

で数多く進られ、西日本では持ち運びのでき

る様な素焼 きの置き電が中心である。 写真 2 吉 祥山遺跡の電 第 2図  電 模式図(甑と奏使用例 )

杯と1宛 (写真 3)一 ―― ― ― ― 一― ― ― ―― ――

イは、盤や皿よりやや深 く、坑より食い器ないう。

占墳時代には、赤焼けの上師器と言焼 きの須恵器のイ

があり、■R市器好 (写真 3)は 須恵器好の模倣とされ

ている。形は底が九く口が外反しながら立上がってぃ

て、lll途は総業などの盛 り付け用と思われる。

また、古墳出上の好に貝や魚骨の人った例や

平安時代の書物に酒査としての利用が書かれ

ているなどの例もある。

駒石 (写真 4、 第 3図 )一
一 ――――― ―――― ―

古墳時代特有の編物別の石錘 と考えられているのが

駒石である。吉祥山遺跡 8号 |=居跡からもrth石と考え

られる石が10個発兄されている。いずれも、長さ11～
~15卸 、重 さ256～303ノの長方体をした自然石を利用し

ており、断面は縄が結び易そうな肉厚の四角形や台形

状である。第 3図 は、江戸時代に描かれた俊づくりの

様子の絵であるが、中央の紐の先に ドがっている「可筒

状のおもりが駒石 (図は木製であろう)で ある。

第 3図  駒 石使用例

(紙漉重宝記)

む 呼
写真3 吉 祥山遺跡の杯 (左2つ )と境 (右2つ )

紡鍾車 (第 4図 )一
――――――――――… ……………

糸の強度を増すために糸に撚りをかける。その道具

の一つに 「手すりつむJが あり、つむの回転にはずみ

をつける重りが紡鍾車である。その紡錘車が吉祥山遺

跡 8号住居跡から出上している。この古墳時代の紡錘

車は上製で円錐台形 (第4図左)を 成し、中央に穿た

れた孔に糸巻棒を指し、糸巻棒の先端に糸を掛け、回

転させて撚る (第4図 中)。 鎌倉～=町 時代の絵巻物

にもその使用風景 (第4図 右)わS対かれている。

首祥山遺跡の紡鍾車 手 すりつむ
(172)      模 式図

塊は、半球状の丸底に近い膨らみを持つ器をいい、

古墳時代には土師器塊 (写真 3)と 須恵器塊 とがある。

用途は、主に飯片」と思われる。なお、 「椀Jは 本製、

「碗Jは 陶磁器製、 「坑」は素焼 きの器に用いる。

第4図 吉 祥山遺跡の紡鍾車とその使用例

|

写真 4 吉 祥山遺跡の駒石
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一一お知らせ

文化財関係ピデオテープの貸出し

歴史民俗資料館では、ビデオコーナーにおいて公開

している文化財関係ビデオテープ 「武蔵村|1市郷i史

シリーズJの 貸出しを行なっています。対象は市内の

武蔵村 山市郷土史 シ リ
ーズの概要

学校 (小学校、中学校、査護学校、幼稚因、保育園、

高等学校、大学)や 市内の社会教育関係団体等です。

ぜひ御刊刺ください。

区分

番号
題 名 所要時間 内 容

N o  l 武蔵村山市の指定文化財 5分 00秒
市指定文化財11件のうら、有形文化財7件 を紹介。
こ本榎、地頭大河内氏の墓、真福寺の梵鐘、花鳥画 他

N0  2 武蔵村1山市の神社 ・仏閑 4分 40秒 也ｏ神
介
所
紹

，

を
十
所

ヽ

ケ
社
７
明
間
神
仏
綜ヽの

社
勢
神
伊
な
お
的

ヽ

表
キ
代
円
る
長
あ

ヽ

に
，寸

内
編
市
真

NQ  3 武蔵村山市の石仏と板碑 5分 00秒
市内に残る代表的な=i仏8点 と板貯 6点 を紹介じ
大橋の地蔵尊、六ノ!持也lFf、仲I弥陀工尊阪碑、阿弥陀一尊板碑 他

N6  4 武蔵村山市の郷土去能 16分10砂
化
獅
】

文
馬
師

の
中
薬

巾
横
情

にす旨定さ7■て( る`4=)の 釈L上去θ旨脅綱イト,
舞、ニツ末(11様抵園ばやし、萩赤重松ばやし、
は、釘はり

No   5 武蔵村山市の遺跡 8分 35秒 市内
にある代長的な直跡 3ケ所を紹介。

塔敷||1遺跡、水堀遺跡、古伴山遺跡

卜は  6 武蔵村1出市の子工去 14ケ)401ク
介
う
紹
く
を
づ
つ
―
・
―
３
の

去
酒
二
神
手
御
な

ヽ

的
り
表
く
代

づ
る
板
わ
子
伝
羽

らヽ

　

ヽ

か
う

占

づ
に
ま

内

る

市
だ

No   7 武蔵村山市の伝統的産業 14分00秒 市
内に占くから伝わる伝統的なに業 2つ を紹介。
村山人鳥紬、狭山茶

No  8 武蔵村山市の街道 10分10秒 市内
に首から残されている|liいlll道6つ を紹介。

lR通り、青梅街道、引又街道、江'i街道、大 1道、勝楽寺への道

No  9 武蔵村山市の自然 27分 10秒
四季の様々な変化を通 して、市内の自然を紹介。
雑木林、野申、公因緑地、野烏 他

No  10 武蔵村山市の歴史 18分30秒 先
土器時代から現代まで本市のたどってきた歴史を紹介。
占祥1出遺跡、板碑、古文書、歴史的写真資料 他

一 お願い

資料提供のお願い

右の写真は、昭和 8年 に撮影されたもので、FittFX

青年団による薬師営境内での舞台掛けの様子です。宿

地区では、業師堂の縁日の後、歌舞伎や素人演去がこ

の舞台を利用して行なわれました。このように当時は

青年団活動が盛んで、武蔵村山の各地で青年刷を中心

としたイf事わSもた,■ていました。

歴史民俗資料館では、現れ青年団関係の資料の充実

を図っています。今までに収集した資料には、写真、

賞状、 ト ロフイー、団旗、印刷物等がありますが、武

蔵村山の青年団の全体像を把握するにはf~りません。

青年団関係の資料をお持ちになっている方は、ぜひ御

一報 ください。御寄贈いただけない資料についても一

時、倍用して複写させていただきます。

宿 ・青年団による舞台掛け

また、民具や市内の歴史を伝えるような写真をお持

ちの方も御連絡 ください。お願いいたします。
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